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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給チャンバを有する容器と、該容器に固定可能なポンプヘッドとを有する、流動可能
な媒体のための手動式ディスペンサであって、前記ポンプヘッドが、スプレイ散布器とし
て設計された出口開口部を有するノズル形状の鼻腔用アダプタを備えた分配部分と、前記
鼻腔用アダプタから横方向に突出して前記ポンプヘッドを操作するために少なくとも１本
の指が置かれるグリップ表面とを有し、開くことができて形状的に前記鼻腔用アダプタに
関して一致する２個のウィングを有する保護キャップを有する手動式ディスペンサにおい
て、
　前記グリップ表面（５、６）が各対向側に端縁部を有し、前記端縁部はそれぞれのばね
付き蝶番（１３、１４）を介して前記保護キャップ（１０）のウィング（１１、１２）に
単一部片として連結され、
　前記ウィング（１１、１２）は、折り畳み閉鎖状態において前記グリップ表面（５、６
）に重なる基部表面（１５、１６）と、前記基部表面（１５、１６）と一体的に形成され
て前記基部表面（１５、１６）から突出するとともに、形状的に前記鼻腔用アダプタ（３
）に関して一致する残余部分とを有し、
　前記ウィング（１１、１２）が折り畳まれていない状態において、前記基部表面（１５
、１６）は前記グリップ表面（５、６）に重ならないとともに、前記残余部分は前記容器
の底部に向けて外側に開き、
　前記ウィング（１１、１２）は、スナップ型ファスナ（２７）を介して折り畳み閉鎖状
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態に固定できることを特徴とする手動式ディスペンサ。
【請求項２】
　前記ばね付き蝶番（１３、１４）は、前記ウィング（１１、１２）の端部位置を固定す
るために設けられていることを特徴とする請求項１記載の手動式ディスペンサ。
【請求項３】
　前記ウィング（１１、１２）がそれぞれ閉鎖くさび（２１、２２）を有し、該閉鎖くさ
び（２１、２２）は前記ウィング（１１、１２）が折り畳まれて閉じているときには前記
ポンプヘッド（２）の上に配置されたロックピン（２３、２４）を偏向させることを特徴
とする請求項１又は２記載の手動式ディスペンサ。
【請求項４】
　前記グリップ表面（５、６）は突出する滑り止め要素（３２）を有し、該滑り止め要素
（３２）は、前記保護キャップ（１０）が閉じているときにはウィング（１１、１２）の
基部表面の領域における凹部の中に下降することを特徴とする請求項１乃至３のうちいず
れか一項に記載の手動式ディスペンサ。
【請求項５】
　前記ウィング（１１、１２）が、前記保護キャップ（１０）が閉じているときにそれぞ
れの他のウィング（１１、１２）に整列係合するための溝及びばね（３０、３１）を備え
たウィング支承表面（２８、２９）を有することを特徴とする請求項１乃至４のうちいず
れか一項に記載の手動式ディスペンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、供給チャンバを有する容器及びこの容器に固定可能なポンプヘッドを有する
、流動可能な媒体のための手動式ディスペンサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　欧州特許出願公開第１１３２１４３号明細書（ＥＰ１１３２１４３Ａ２）は、使用しな
いときには鼻腔用アダプタを汚れや破損から保護するための保護キャップを備えた手動式
ディスペンサを開示している。この保護キャップは、ウィングとして固定される２個の保
護キャップ半体を備え、これらの保護キャップ半体は、形状的に蝶番を介して鼻腔用アダ
プタのノズル状の分配部分に一致する。ウィングは、折り畳まれていない状態ではポンプ
ヘッドを操作するためのグリップ表面を形成する。この形式のディスペンサは、ほっそり
した構造形状を呈するという利点がある。しかし、ウィングを介する動作圧のポンプヘッ
ドへの伝達は安定した支持要素を必要とすることになり、この結果ディスペンサはより重
くなり、したがって必然的に使い難くなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、保護キャップを備えて使い易い請求項１の事前特徴記載
節に記載のディスペンサを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、請求項１の特徴記載部分の特色によって達成される。
　本発明は、開くことも折り畳んで閉じることもできる保護キャップを有するディスペン
サを提供する。保護キャップは、２個の保護キャップ半体を備えると共にディスペンサヘ
ッドに束縛的に固定されている。保護キャップ半体は、形状的に一致するウィングとして
設計されており、グリップ表面の端縁部においてばね付き蝶番を介してポンプヘッドに連
結されている。ばね付き蝶番の使用は、長い使用寿命を保証するのみならず、軽量の保護
キャップを提供するという可能性も作り出す。その上、グリップ表面の端縁部に保護キャ
ップ半体を結合することによって、保護キャップを、ディスペンサのヘッド側全体の形状
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的に合った覆いの形で設計することができる。
【０００５】
　さらに又、開くことができる保護キャップがポンプヘッドの設計において実質的な変化
を必要としないことは有利である。保護キャップは簡単に取り付けできる。分配部分及び
保護キャップは、射出成形によって１つの部品とすることもできる。
　保護キャップの半体すなわちウィングは、ばね付き蝶番によって端部位置に固定されて
いる。これに関してリブなどの補助手段を不要にすることができる。保護キャップ半体の
上に閉鎖くさびを備えることができ、この閉鎖くさびはグリップ部分を通じて下降するこ
とができ、ロックピンを偏向させることができる。閉じた保護キャップによって保護する
ことができるポンプヘッドは、同時に閉塞可能にすることもできる。
【０００６】
　本発明のさらなる詳細は、下記の説明と従属請求項から集めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明を以下に、添付の図面に図解された例示的な実施形態を参照してさらに詳細に説
明する。
　図１及び図２は、供給チャンバを有する容器１とこれに固定可能なポンプヘッド２とを
有する、流動可能な媒体のための手動式ディスペンサを示す。ポンプヘッド２は、ノズル
形状の鼻腔用アダプタ３を備えた分配部分を備えている。鼻腔用アダプタ３は、ヘッド端
部においてスプレイ散布器として設計された出口開口部４を有する。鼻腔用アダプタ３か
ら横方向に突出するグリップ表面５、６が各対向側部に延在している。グリップ表面５，
６は、中央部分７を介して連結することができる。
【０００８】
　鼻腔用アダプタ３は、容器１に固定されている滑りプランジャポンプ９のプランジャ８
に組み立てられる。１回又はそれ以上で一投入量を分配するために、鼻腔用アダプタ３及
び容器１は、グリップ表面５、６の上に少なくとも１本の指を置くことによって互いに移
動する。
　ポンプヘッド２はさらに、２個の半体を備えると共に２個のウィング１１、１２を有す
る保護キャップ１０を具備している。これら２個のウィング１１、１２は開くことができ
、形状的に一致する。ウィング１１、１２をポンプヘッド２に固定するために、グリップ
表面５、６は各対向側部に端縁部を有し、端縁部はそれぞれのばね付き蝶番１３、１４を
介して保護キャップ１０のウィング１１、１２に単一部片として連結されている。この目
的のために、ウィング１１、１２は、保護キャップ１０が閉じているときにはグリップ表
面５、６を覆う基部表面１５、１６を有する。
【０００９】
　ばね付き蝶番１３、１４によって、ウィング１１、１２を開くこと及び折り畳んで閉じ
ることができ、この結果、保護キャップ１０を開閉することができる。開いた状態では、
ウィング１１、１２はポンプヘッド２に連結されたままであり、この結果ウィング１１、
１２を紛失することはない。保護キャップ１０を、グリップ表面５、６と共に射出成形し
て１つの部品にすることが好ましい。ここでは保護キャップ１０を薄壁の設計にすること
ができる。
【００１０】
　各ウィング１１、１２は、ウィング１１、１２が折り畳まれて閉じているとき、すなわ
ち保護キャップ１０が閉じているとき、ポンプヘッド２の上に配置されたロックピン２３
、２４を偏向させる閉鎖くさび２１、２２を有することが好ましい（図３及び４を参照）
。この目的のために、閉鎖くさび２１、２２は凹部２５、２６を通ってグリップ表面５、
６の中に下降する。
　ウィング１１、１２は折り畳み閉鎖状態では、スナップ型ファスナ２７を介して固定可
能にすることができる。さらに又、ウィング１１、１２は、保護キャップ１０が閉じてい
るときにそれぞれ他のウィング１１、１２に整列係合するためのウィング支承表面２８、
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２９上に溝／ばね３０、３１を有することができる。
【００１１】
　最後に、グリップ表面５、６は突出する滑り止め要素３２を備えることができ、この滑
り止め要素３２は、保護キャップ１０が閉じているときにはウィング１１、１２の基部表
面の領域における凹部の中に下降することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】保護キャップを閉じたディスペンサの概略側面図である。
【図２】保護キャップを開いたディスペンサの概略側面図である。
【図３】ディスペンサの概略平面図である。
【図４】閉塞手段の領域における小区分を有する保護キャップを閉じたディスペンサの概
略側面図である。

【図１】 【図２】

【図３】



(5) JP 4845877 B2 2011.12.28

【図４】



(6) JP 4845877 B2 2011.12.28

10

フロントページの続き

(72)発明者  ヴェルプ，ジスベルト
            ドイツ，ズンデルン　５９８４６，イム　ヘスペル　６

    審査官  久保　竜一

(56)参考文献  米国特許第６１７３８６８（ＵＳ，Ｂ１）
              特開２００４－４１５４３（ＪＰ，Ａ）
              特表２００１－５２４３８４（ＪＰ，Ａ）
              特開平６－１４２１５７（ＪＰ，Ａ）
              特表２００３－５３３４１０（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２４８１５７（ＪＰ，Ａ）
              特表２００１－５００８２４（ＪＰ，Ａ）
              実開平６－６１２５１（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61M  11/00-15/08
              B65D  83/00-83/74


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

